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第 2 章および第 3 章では，周波数追尾装置を備えた新しい超音波疲れ試験機の試作と，それを用い
た実験結果について述べている。
第 4 章から第 6 章までは，超音波疲れによって生じる組織変化につき，表面および内部観察を行な































より， (1)鉄鋼など b c c 金属の超音波疲れにおいては転位の運動がかなり抑制されており，その組織
変化は通常の疲れによるものと非常に異なっていること， (2)一方，銅やアノレミニウムなどの f c c 金
属では両者(超音波疲れと通常の疲れ)の聞にほとんど差異が見られない乙と， (3)アノレミニウムでは
超音波疲れ過程で多数の原子空孔が発生していること，などを見出している。
さらに，これらの結果と一方向塑性変形における組織変化のひずみ速度依存性が類似することに注
目して，疲れにおける塑性ひずみを支配している素過程について考察し，疲れ強さの速度依存性につ
いて一つの考え方を提案している。
以上の研究成果は金属材料の超音波疲れならびに通常の疲れに関して，その破壊機構の解明に貢献
するところが大きく，博士論文として価値あるものと認める。
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